
＜平成２４年９月  第３回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

胃がん予防に有効なピロリ菌検査の導入についてでございます。 

このピロリ菌検査につきましては、以前にも一般質問で取り上げてまいりまし

たが、これも国のがん対策推進基本計画の中で、「ウイルスや細菌の感染はが

んの原因として寄与が高い要因とされ、例えば胃がんと関連するヘリコバクタ

ー・ピロリなどがある」とあり、その上で、取り組むべき施策として、「ヘリ

コバクター・ピロリについては、除菌の有用性について、内外の知見をもとに

検討する」とあります。 

この胃がんの因子ピロリ菌は、容器に息を吹き込む呼気検査や血液検査などで

感染の有無がわかり、そこで胃がんのハイリスクの人を絞り込み、内視鏡検査

を受診し、ピロリ菌を除去することで、胃がんになるリスクを下げることが可

能となります。 

足立区では、検便検査による大腸がん検査に合わせて、500円の自己負担でピロ

リ菌検査を行っております。 

また、群馬県高崎市や、長野県飯島町では、できる限り若い時期に除菌治療を

受けて、胃がんの可能性を低くしたいとの思いで、新成人の全員を対象に二十

歳のピロリ菌検査を行い、成人式の出席者に無料でピロリ菌の呼気検査を実施

したそうであります。将来、我が地域から胃がんになる人をなくしたい、そん

な意気込みを強く感じるものであります。 

そこで、お伺いをいたします。 

今現在、立川市においては、こうした胃がん予防に有効であると言われる、こ

のピロリ菌検査への取り組みについては、どのようにお考えになっているのか、

お聞きいたします。 

 

 

 



◎保健医療担当部長（石井雅隆君）  

市の胃がん検診の方法といたしましては、国のがん検診ガイドラインに基づき

まして、胃のＸ線検査を実施しております。現時点では、ピロリ菌検査の導入

という考えはございません。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

ただいまの御答弁で、現在、立川市における胃がん予防の形といたしましては、

胃のＸ線検査を行っていくとの御答弁でございました。 

レントゲン検査では、確かに胃がんになったか、なっていないかということは

わかるかもしれません。しかし、本当の意味での予防対策とは、胃がんになる

前にリスクの高いピロリ菌感染を発見し、除菌していく、こういうことではな

いかと考えますが、その点はいかがでしょうか 

 

◎保健医療担当部長（石井雅隆君） 

がん検診による早期発見は、予防の施策としては、大変重要というふうには考

えてございます。科学的根拠に基づいて有効性が確認された検査方法を採用し

ているところでございまして、ピロリ菌検査につきましては、現時点では、国

から示された胃がん検査のガイドラインで、先ほど申し上げたとおりなんです

けど、死亡率減少効果の有無を判断する証拠が不十分であるため、集団を対象

とした対策型検診としての実施は勧められませんということとされております。 

現在、ピロリ菌検査の有効性の評価が、ただ、そういった検査についての有効

性の評価を、研究が行われているということも聞いておりますので、その結果

によっては、今後、国のガイドラインの推奨の変更が行われる可能性があると

いうふうにも聞いてございますので、動向を見守っていきたいというふうに考

えております。 

 

 



◆４番（山本みちよ君） 

国のガイドラインに沿ってというお答えでございましたが、でも、今、現時点

であって、もう既に施策として取り入れているという自治体もございますので、

ぜひ、ここはまた検討を重ねていっていただきたいと思います。 

また、今すぐにできることとして、ぜひこのピロリ菌検査の周知を広く市民に

図っていただきたいと考えますが、この点はいかがでしょうか 

 

◎保健医療担当部長（石井雅隆君） 

市民の皆様に正しい知識を持って、がん検診を受けていただくということのた

めには、市のホームページ等を活用して、ピロリ菌についても情報発信してい

きたいというふうに考えております。 

 

 


